
圏

璽

周

七

田

基

弘

平
成

五
年
は
、
国
内
で
は
、
自
民
党

の
下
野
と
細
川
連
立
内
閣

の
成
立
、

天
候

の
不
順
と
天
明

の
飢
饅
を
思
わ

せ
る
米

の
不
作
、

米

の
部
分
的
開
放

の
決
断
、
ゼ
ネ

コ
ン
汚
職

と
談
合
問
題

の
浮

上
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

と
株
式

の
大
暴
落
、

円
高
と
経
済

不
況

の
深
刻

化
な
ど
波
瀾

の
間
に
幕
を
閉
じ
た
。
国
際
的
に
も
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共
同
体

の
マ
ー
ス
ト
リ

ヒ
ト
体
制

の
土
壇
場
で

の
足
踏
み
、
念
願

の
統

一
が
叶

っ
た
ド
イ
ツ
で

の
不
協
和
音

の
増
大
、
求

心
力
を
失

っ
た
旧
ソ
ビ

エ
ト
や
旧

ユ
ー
ゴ
で

の
紛
争

の
泥
沼
化
な
ど
、
不
安

・定
化
と
分
極
化

の
傾
向
が
強
ま

っ
て

い
る
,

冷
戦
構
造

の
下
で
協
力
し
、
団
結
し
て
き
た
自
由
経
済
圏
諸
国

の
紐
帯
は
弛
緩
し
、
自
国
の
国
益
を
優
先
す
る
態
度
が
強
く
出

て

ー
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
方
開
発
途
上
国
で

の
政
治
、
経
済

の
停
滞
、

山
積
す
る
未
解
決

の
国
内
問
題
、

人

ロ
の
爆
発
、
環
境

の
変

化
、
貧
困
問
題
な
ど

人
類
が
抱
之

て

い
る
問
題

は
枚
挙
で
き
な

い
。
民
衆

の
中
か
ら
強
力

な
指
導
者
を
期
待
す
る
動
き
が
出
て
く
れ

ば
、

一
九
三
〇
年
代

に
経
験
し
た
よ
う
な
事
態
が
再

現
さ
れ
な

い
と

い
う
保
障

は
な

い
。

こ
れ

に
対
し

て
国
内
的
、
国
際
的
に
も
、

混
乱
の
種

に
対
し
て
現
実

に
有
効
な
手
段
を
取
れ
る
よ
う
に
は
な

っ
て

い
な

い
、

わ
が
国

に
も
積
極
的
な
貢
献
が
求

め
ら
れ

て

い
る
が
、
国
内

の
共
通

理
解
が
な
か

っ
た
た
め
に
、
従
来
、
他
国

の
顔
色

と
国
内
世

論
を
天
秤
に
か
け
な
が
ら
場
あ
た
り
で
他
国

の
後
か
ら

つ
い
て

い
ー
と

い
う

パ
タ
ー

ン
を
脱
し
き
れ
な
か

っ
た
。
戦
後

の
わ
が
国
に

は
国
際
協
調
が
基
調
で
あ
る

と

い
い
な
が
ら
国
民
が
依
る

こ
と

の
で
き
る
基
本
方
針
が
な
か

っ
た
.

い
ま
や
国
会
を
始
め
、

い
ろ

い

ろ
な
場
で

の
論
議
を
通
じ
て
幅
広

い
国
民

の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
に
基
づ
く
基
本
的
態
度
を
確
立
す
る
時
期
で
あ
る
。
個

々
人
、
企
業
や

官

公
庁
が

世
界
市
民
的
な
意
識
を
も

つ
こ
と
も

必
要

と
な

っ
て
き
て

い
る

、

(L
ち
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・
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ひ
ろ
/

教
授
)


